
先
生
は
、
水
産
学
部
・
水
産
学
研
売

法
シ
ス
テ
ム
等
を
担
当
さ
れ
、
定
年
律

尽
力
な
さ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

先
生
は
温
厚
な
お
人
柄
で
、
多
く
を
語
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
わ
た
く
し
ど
も
に
忘
れ
て
い
る
何
か
を
気
づ
か
せ
る
存
在
と
し
て
学
科
を
導
か
れ

ま
し
た
。
お
会
い
し
た
折
に
は
、
「
含
差
」
と
い
う
言
葉
を
い
つ
も
思
い
だ
し
ま
す
。

先
生
の
ご
功
績
に
感
謝
申
し
上
げ
、
今
後
の
一
層
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
て
、
こ
こ
に
さ
さ
や
か
な
論
文
集
を
献
呈
い
た
し
ま
す
。

献
呈
の
こ
と
ば

平
成
一
一
○
年
三
月

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
法
政
策
学
科
長
泉
健
子

３

田
平
紀
男
先
生
は
、
昨
年
の
三
月
末
を
も
っ
て
鹿
児
島
大
学
を
定
年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
は
、
昭
和
四
一
一
年
三
月
立
命
館
大
学
法
学
部
を
卒
業
後
、
同
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
に
進
ま
れ
、
昭
和
四
五
年
一
一
一
月
に
立
命
館
大
学

大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
を
修
了
さ
れ
、
同
年
四
月
に
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
に
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
四
八
年
四
月
に
水

産
学
部
講
師
に
就
任
さ
れ
、
昭
和
五
六
年
七
月
に
助
教
授
、
平
成
一
五
年
一
○
月
に
法
文
学
部
教
授
に
昇
任
さ
れ
、
平
成
一
九
年
三
月
ま
で
の

三
七
年
間
、
鹿
児
島
大
学
に
奉
職
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
学
内
の
諸
委
員
を
は
じ
め
、
平
成
一
七
年
四
月
か
ら
は
、
人
文
社
会
科
学
研
究
科
法
学
専
攻
長
と
し
て
法
文
学
部
運
営
会
議
委
員

を
務
め
ら
れ
鹿
児
島
大
学
の
運
営
管
理
に
あ
た
ら
れ
ま
し
た
。

先
生
は
、
会
社
法
が
ご
専
門
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
自
己
金
融
を
中
心
と
し
た
会
社
法
の
研
究
か
ら
研
究
生
活
を
は
じ
め
ら
れ
ま
し
た
が
、

水
産
学
部
に
転
じ
ら
れ
て
後
は
、
日
本
の
共
同
漁
業
権
の
生
成
を
歴
史
的
、
法
社
会
学
的
に
解
明
さ
れ
、
学
界
に
貴
重
な
貢
献
を
な
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
私
法
学
会
、
日
本
経
済
法
学
会
、
漁
業
経
済
学
会
等
の
会
員
と
し
て
も
、
活
発
な
学
界
活
動
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
他
方
、
学

外
に
お
い
て
も
、
平
成
一
七
年
四
月
か
ら
の
二
年
間
、
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
懲
戒
委
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

先
生
は
、
水
産
学
部
・
水
産
学
研
究
科
で
は
、
水
産
法
学
を
、
法
文
学
部
・
人
文
社
会
科
学
研
究
科
で
は
、
企
業
の
法
シ
ス
テ
ム
、
経
営
の

法
シ
ス
テ
ム
等
を
担
当
さ
れ
、
定
年
後
の
現
在
も
、
特
任
教
授
と
し
て
法
律
学
特
殊
講
義
「
協
同
組
合
法
」
の
講
義
を
通
し
て
学
生
の
育
成
に


